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入
賞

者
1
0人
を
表
彰
 

森田市長から表彰を受ける特選の新谷祐美子さん（左） 

塞週員故に鼠暑回吟てJ 
ー黄色安全帽贈るー 

て 

子ども達に帽子を贈る鈴木教育長（左） 

（毎月2回 1日・15日発行） 総数51,733人（男24,907・女26,826）世帯数14,875 (3 月31日現在） 

しかわら 
市の人口 

（昭和59年10月1日制定） 

所川原 ＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります 

を築き 0目然を大切にし、力を合わせて花と緑の夷しいまちをつくります 

し、広 ＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります 

と協調 ＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

市 民 憲 章 

わたくしたちの先人は、不撹不屈の五所川原
魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り
開き、今日の活カに満ちた五所川原市を築き

上げました。 
わたくしたちは、この伝統を継承し、広
い視野に立って西北津軽の人々と協調
し、郷土の限りない発展を願って、こ
こに市民憲章を定めます。 

を切り

て、こ 
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市
で
は
四
月
三
日
、
先
に
行

っ
た
「
水
緑
都
市
モ
デ
ル
地
区
」
 

名
称
募
集
の
入
賞
者
十
人
に
対

す
る
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
が
現
在
新
町

・

布
屋
町
地
区
に
整
備
を
進
め
て

い
る
「
水
緑
都
市
モ
デ
ル
地
区
」
 

が
本
年
十

一
月
に
完
成
す
る
は

こ
び
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
小
公
園
が
市
民
に
愛
さ
れ
、
 

親
し
ま
れ
る
よ
う
そ
の
名
称
を

募
集
し
た
も
の
。
こ
の
募
集
に

対
し
、
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で

総
数
四
四
三
通
と
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
入
賞
者
は
、

こ
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
 

市
長
公
室
で
行
っ
た
表
彰
式

で
は
、
森
田
市
長
が
入
賞
者
の
 

市
で
は
、
小
学
校
の
入
学
式

が
行
わ
れ
た
四
月
七
日
、
小
学

校
、
児
童
館
、
保
育
園
な
ど
に

新
入
学

（
園
）
し
た
児
童
、
園

児
合
わ
せ
て
約

一
九
〇
〇
人
に
、
 

交
通
安
全
の
た
め
の
黄
色
安
全

帽
を
贈
り
ま
し
た
。
 

市
長
代
理
の
鈴
木
太
左
衛
門

教
育
長
は

こ
の
日
、
栄
小
学
校
 

（
対
馬
久
世
喜
校
長
 
児
童
数

八
〇
五
人
）
を
訪
間
し
、
新
入

学
児
童
（

一
三
七
人
）
に
「
交

通
事
故
に
は
十
分
気
を

つ
け
て

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
た
後
、
黄
 

一
人
ひ
と
り
に
賞
状
を
手
渡
し

た
後
「
た
く
さ
ん
の
応
募
案
の

中
か
ら
、

み
ず
と
み
ど
り
の
小

公
園
と
い
う
す
ば
ら
し
い
名
前

を

つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
五
所
川
原
市
が
、

こ
の
名

前
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
と
な
る

よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

共
に
全
力
を

つ
く
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

特
選
と
な
っ
た
新
谷
祐
美
子

さ
ん
（
漆
川
）
は
受
賞
後
、
「特

選
に
選
ば
れ
て
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
園
が

完
成
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

色
安
全
帽
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
ほ
か
安
田
火
災

海
上
グ
ル
ー
プ
か
ら
ワ
ッ
ペ
ン

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

車
を
運
転
さ
れ
る
方
”
【
黄色

い
帽
子
は

一
年
生
で
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
を
ノ
 

水
緑
都
市
モ
デ
ル
地
区
名
称
募
集
（
 
一
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備えた地区住民ふれあいの場として活用 

昭和61年（1986年） 4 月15日 

→ニニーてーーー~と 一 

完成した農村婦人の家 

昨
年
十
一
月
か
ら
、
小
曲
地

区
に
建
設
工
事
を
進
め
て
い
た
 

『農
村
婦
人
の
家
』
が
こ
の
ほ

ど
完
成
、
三
月
三
十

一
日
に
同

所
で
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

落
成
式
に
は
森
田
市
長
を
は

じ
め
来
賓
、
地
区
住
民
な
ど
合

わ
せ
て
約
九
十
人
が
出
席
。
 

森
田
市
長
は
「
こ
の
施
設
が
、
 

地
区
の
み
な
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い

と
共
同
学
習
の
場
と
し
て
大
い
 
 

に
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農

産
物
加
工
施
設
に

つ
い
て
は
、
 

試
作
の
中
か
ら
近
い
将
来
、
本

市
の
特
産
物
が
生
ま
れ
で
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
来
賓

を
代
表
し
て
中
尾
良

仁
県
農
業
指
導
課
長

と
川
浪
直
治
市
議
会

議
長
が
、
 
「
地
域
の

混
住
化
が
進
む
中
で
、
 

連
帯
意
識
の
醸
成
や

研
修
の
場
と
し
て
大

い
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
」
 
とそ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ

ま
し
 
 

総
事
業
費
七
一
三
二
万
円
（
用

地
費
を
含
む
）
、
木
造
平
屋
建

て
、
床
面
積
が
約
三
三
九
平
方
 

H
で
、共
同
学
習
室
（
五
〇
畳
）
、
 

健
康
管
理
室
（

三
〇
畳
）
、
生

活
教
養
室
（
一
八
畳
）
な
ど

の

ほ
か
、
み
そ
、
こ
う
じ
、
製
粉

等
の
で
き
る
農
産
物
加
工
実
習

室
も
備
え

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
健
康
管
理
室
は
畳
の

取
り
付
け
、
取
り
は
ず
し
が
比

較
的
容
易
に
で
き
、
取
り
は
ず

し
た
後
に
 
「チ
ャ
ー
ム
サ
イ
ク

ル
」
や
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
タ
イ
ム
」
 

な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ッ
器
具
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

地
区
住
民
が
健
康
管
理
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

な
お
、
小
曲
地
区
以
外
の
方

が
同
施
設
を
利
用
さ
れ
る
場
合

に
は
有
料
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
同
施
設
の
管
理
運
営
は
、
市

の
委
託
を
受
け
て
小
曲
地
区
住

民
協
議
会
が
あ
た
り
ま
す
。
 

そ
の
後
祝
賀
会
に
移
り
、
地

区
住
民
を
代
表
し

て
三
浦
行
一

同
地
区
住
民
協
議
会
長
が
、
「地

区
住
民
皆
が
協
力
し
、
知
恵
を

出
し
あ
い
な
が
ら
立
派
な
運
営

を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
施
設
は
農
林
水
産
省
の
補

助
を
受
け
て
建
設
し
た
ち
の
で
、
 

祝五所川原市農村婦ち 



広域新農業センター専門委員委嘱状交付式 
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風域助圏費包ンター 

専門委員を委嘱 

市
で
は
三
月
二
十
五
日
、
広

域
新
農
業
セ
ン
タ

ー
専
門
委
員

の
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
官
民

一
体
と
な
っ

て
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
広
域
新
農
業

セ
ン
タ
 

ー
の
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
農

業
技
術
や
流
通
面
な
ど
の
研
究

に
取
り
く
み
、
そ
の
成
果
を
農

家
に
普
及
し

て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
、
果
樹
、
野
菜
、
花
き

の
三
部
会
を
設
置
。
 

各
部
会
で
は
今
後
、
基
本
方

針
に
添
っ
て
事
業
計
画
を
立
て
、
 

研
究
な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。
 

〇
 
〇
 

委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
次
の
と
 

お
り
。
 

（
敬
称
略
）
 

⑥
は
部
会
長
 
o
は
副
部
会
長

果
樹
部
会
 

⑨
新
谷
賢
治
、
o
沢
田
健

一
、
 

尾
崎
正
一
、
泉
和
夫
、
斎
藤
義

彦
、
福
士
敬
一
、
成
田
正
行
、
 

阿
部
喜
代
志
、
工
藤
博
、
前
田

裕
、
石
岡
哲
美
、
長
尾
要
、
岩

崎
雅
文
、
平
山
伝
蔵
、
開
米

一

功
 

野
菜
部
会
 

⑨
今
春
美
、

〇
三
上
昭
則
、
米

内
山
淳
一
、
三
上
参
次
、
佐
藤

皇
二
、
福
士
清
、
松
本
和
春
、
 

小
笠
原
俊
英
、
佐
藤
欣
昭
、
安

田
勝
美
、
石
岡
清
耕
、
加
藤
源

司
、
石
岡
幹
夫
、
新
谷
昭
寿
、
 

木
村
英
人
 

花
き
部
会
 

⑥
山
形
隆
二
、
〇
佐
藤
悦
雄
、
 

米
内
山
淳
一
、
開
米
啓
、
福
士

博
史
、
長
尾
信
彦
、
新
谷
博
、
 

今
正
一
、
桜
井
兼
世
、
荒
関
勝

利
、
小
田
桐
美
喜
雄
、
越
谷
正

博
、
松
川
岩
男
、
古
川
武
俊
 

ー

？

、
 

I 
~つ●く一~oく，叫，一つoL→一つ◇c一一．c・“●ーつ“・~ 	~o 	 . 	 ．“~つo 

農産物加工実習室も 

農村婦人の家の案内 

レ利用できる時問 午前 9時～午後 9時 

レ利用申し込み方法 利用したい日に空いてい 

るかどうかを事前に照会し、確認のうえ申し 

込み用紙でお申し込みください。 

レ間い合わせ・申し込み先 

三浦 行一さん ”（⑩ 1 1 4 1番 

成田孝一郎さん ft⑩3 9 9 2番 

成田 善造さん か⑩2 7 8 5番 

のいずれかにお申し込みください。 

（申し込み用紙も備えています。） 

室使用料 

屍せミ 午前 9時 
～正午 

正午～ 
午後 5時 

午後 5時 
~9時 

午前 9時 
～午後 9 時 

共同学習室 
L200円 

(1,500円） 
1,800円 

(2.300円） 
2,000円 

(2.600円） 
4,400円 

(5.700円） 

健康管理室 6
7
  

0
00
0
 
 

円
円
  

91
 
0
0
 
0
0
 

円
円
  

0
0
  

0
03
0
 

 

1

1
 

円
四
  

0
0
  

2
08
0
 

 

2
2
 

円
円
 

生活教養室 
400円 

(500円） 
500円 

(600円） 
700円 

(900円） 

。
‘
【

h
u
 
 

0
00
0
 

 

円
円
 

農 産 物
加工実習室 

600円 
(700円） 

91
 
0
0
 
0
0
 

円
円
  

1,000円 
(1,300円） 

2,200円 
(2,800円） 

備考 

表中上段の額は、暖房を使用しない場合の使用料の 

額、下段かっこ内の額は、暖房を使用する場合の使用 

料の額です。 

機械器具使用料 

機械器具名 数 	 量 使用料 

みそ製造用機械器具 15キログラムまでごと「ンっき 5加円 

製粉用機械器具 10キログラムまでごとにっき 2叩円 



（第613号） 広報こ、しょがわら 

,ー い ‘ 	． 
半島振興対策促進協議会でJあて

る森田市長（ 3 月29日） 

森田市長に目録を渡される 

佐川理事長（左） 

考

長
』

労
 
娘
岡

I
C

・
新
青

森
空
港
へ

の
 

国
窃
旧
冒
と
む
る
 
ァ
ク
セ
覇

綿
報

鍾
笹
カ

け
 

ー
半
島振
興
対
策
実
施
地
域

ー
 

三
月
二
十
四
日
の
国
土
審
議

会
で
、
半
島
振
興
法
に
基
づ
く
 

「半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
」
 

に
指
定
が
決
ま
っ
た
津
軽
半
島

が
、
同
月
三
十

一
日
に
官
報
告

示
さ
れ
、

！正
式
に
地
域
指
定
と
 

一
 
」
 

な
り
ま
し
た
。
 

半
島
振
興
法
は
、
産
業
基
盤

や
生
活
環
境
施
設
な
ど
の
整
備

を
通
じ
て
、
開
発
の
遅
れ
て
い

る
半
島
地
域
を
活
性
化
す
る
の

が
目
的
。
 

本
市
を
中
心
と
す
る

一
市
七

町
九
村
で
は
、
こ
の
指
定
獲
得

に
向
け
て
昨
年
十
二
月
に
 
「津

軽
半
島
振
興
対
策
促
進
協
議
会
」
 

（
会
長
・
森
田
市
長

）
を
設
立
、
 

以
来
同
協
議
会
構
成

メ
ン
バ

ー
 

全
員
や
本
市

の
市
議
な
ど
に
よ

っ
て
、
県
選
出
国
会
議
員
や
国

土
庁
を
は
じ

め
関
係
機
関

へ
の

数
次
に
わ
た

る
陳
情
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
 

こ
の
た
び
の
指
定
に
基
づ
い

て
、
県
は
本
年
度
に
振
興
計
画

を
策
定
。
六
十
二
年
度
か
ら
具

体
的
な
事
業
を
実

施
す
る
運
び

と
な
り
ま
す
。
 

六
十
二
年
度
の
事
業
実
施
時

点
で
の
優
遇
措
置
と
し

て
は
、
 

①
事
業

の
優
先
採
択
 
②
国
庫

補
助
率
の
か

さ
上
げ
 
③
立
地

企
業

へ
の
特
別
償
却
の
適
用

命
一
 
地企
業
へ
の
地
方

税
の
減

免
と
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税

の
補
て
ん
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
 

今
回
の
指
定
は
、
地
域
振
興
に

あ
た
っ
て
大
き
な
弾
み
に
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

本
市
を
中
心
と
す
る
一
市
六

町
七
村
で
構
成
す
る
津
軽
西
北

五
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
 

（
会
長
・
森
田
市
長
）
が
三
月

二
十
九
日
、
市
内
の
レ

ス
ト
ラ

ン
で
関
係
十
四
市
町
村
長
な
ど

約
二
十
人
が
出
席
し

て
開
か
れ

ま
し
た
。
 

同
協
議
会

で
は
、
主
と
し
て

東
北
縦
貫
自
動
車
道
浪
岡

I
c
 

（イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
と
新

青
森
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
 

郎
理
事
長
）
で
は
四
月
三
日
、
 
 

の
建
設
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
東
北
縦
貫
自
動
車

道
が
今
年
七
月
に
全
面
開
通
す

る
こ
と
、
ま
た
来
年
夏
に
は
新

青
森
空
港
が
暫
定
開
港
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
に
備
え
西

北
五
か
ら
こ
れ
ら

へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
を
早
期
に
実
現
す
る
た

め
に
県
な
ど
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
 

同
協
議
会
で
は
、

早
期
実
現
 

発
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
 

火
災
予
防
思
想
の

普
及
向
上
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
 

「
の
ぼ
り
」
三
〇

本
、
 
「垂
れ
幕
」
 

一
枚
、
 「
ス
テ
ッ

カ
ー
」
 
一
万
五〇

〇
〇
枚
を
寄
贈
、
 

佐
川
理
事
長
が
森

田
市
長
に
そ
の
目

録
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
 

に
向
け
て
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
く
こ
と
で

一
致
、
今
後
機

会
あ
る
ご
と
に
関
係
機
関

へ
陳

情
し
て
い
く
考
え
で
す
0
 

ア
ク
セ
ス
道
路
と
は

7
 

都
心
か
ら
空
港
、
あ
る

い
は
内
陸
の
物
流
基
地
か

ら
港
ま
で
と
い
っ
た
主
要

交
通
施
設
に
接
続
し

て
い

る
道
路
を
い
う
。
 

森
田
市
長
は
、

こ
れ
に
対
し
 

「火
災
予
防
の

た
め
、
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
本
部
で
は
今
後
、
火
災
予

防
思
想
普
及

の
た
め
に
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
図
画

コ
ン
ク
 

ー
ル
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。
 

大きな弾み 地域振興 

全
労
済
県
本
部
（
佐
川
礼
て
 
市

役
所
を
訪
れ
、
春
の
火
災
多
 

。
n
y
A
Y
‘
。
。
《
v
A
．
‘
。
。1
．
‘
。
n
u‘
よY'
n
u
。
《v
よ
v
b
o
h
v
I
A

vl
ハ
u。
（v
よ
Y‘
。
。
エ
】
‘
。
n
l
》
ー
 
。n
vA
》‘

◇
9
よ
Yー
 
◇（v
よ
Y
'o
o
o・よ
T
り
o
nY
よ
Y
'
0◇
nv
よ
●
ー
 
◇
n
u1
 

突
災
矛
防
唱
と
⑩
層
凹
な
習
暑
寄
圏
 

ー
全

労
済
県
本

部

ー
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辻校長から卒業証書を受ける卒業生 

卒業式で祝辞を述べる森田市長 

.
 

1
現
場
は
そ
の
ま
ま

一
一
0
番
 

津
軽
地
域
唯

一
の
工
科
系
大

学
で
あ
る
青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
（
辻
茂
校
長

）
で
三
月

二
十
日
、
第

一
回
生
の
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
に
は
、
卒
業
生
と
父
母
、
 

来
賓
、
学
校
関
係
者
な
ど
合
わ

せ
て
約

一
五
〇
人
が
出
席
。
 

ま
ず
辻
校
長
が
、
卒
業
生

一

人
ひ
と

a
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
た
後
、
 
「開
校
二
年
目
に
し

て
初
の
卒
業
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
 

今
日
、
科
学
は
日
進
月
歩
で
進

歩
し
、
技
術
と
技
能

の
両
方
を

兼
ね
備
え
た
人
材
が
求
め
ら
れ
 
 

て
い
る
。
二
十
一
世
紀
の
中
堅

技
術
者
と
な

る
皆
さ
ん
、
社
会

の
要
請
に
応
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
雇
用
促
進
事
業

団
の
望
月
三
郎
職
業
訓
練
担
当

理
事
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

入
っ
た
後
も
、
本
校
で
身
に

つ

け
た
技
能
を

フ
ル
に
発
揮
さ
れ
、
 

わ
が
国
の
中
堅
技
術
者
と
し

て

活
躍
し
て
く
だ
さ

い
」
 
とあ
い

さ
つ
。
 

そ
の
後
県
知
事
代
理
の
岩
瀬

多
喜
造
副
知
事
の
祝
辞
に
続
い

て
、
森
田
市
長
が
 
「青
森
テ
ク
 
 

ノ
ポ
リ
ス
の
指
定
、
漆
川
工
業

団
地
の
建
設
、
半
島
振
興
法
に

基
づ
く
津
軽
半
島

の
本
格
的
開

発
な
ど
の
展
望
が
次
々
と
開
か

れ

つ
つ
あ
り
、
青
森
職
訓
短
大

に
寄
せ

る
期
待
は
誠
に

大
き

い
。
わ
が
国
産
業
の
発
展
は
も

と
よ
り
、
当
地
域
の
振
興
の
た

め
に
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
建
築
設
備
科
の
平
川
尚

己
さ
ん
が
、
 
「本
校
で
学
ん
だ

技
能
と
技
術
を

フ
ル
に
発
揮
し

て
、
母
校
の
名
誉
を
高
め
る
よ
 
 

う
頑
張
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

今
春
同
校
を
卒
業
し
た
の
は
、
 

生
産
機
械
科
一
四
人
、
金
属
成

形
科

一
〇
人
、電
子
科

一
六
人
、
 

建
築
設
備
科

一
九
人
の
合
わ
せ

て
五
九
人

（
う
ち
女
子
二
人
）
 

で
、
就
職
地
は
県
内
二
九
人
、
 

県
外
二
四
人
、
ほ
か
進
学
者
一

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

第
四
回
津
軽
大
凧
を
揚
げ

る
大
会
が
、
金
山
地
区
の
水
 

力
！
 

を
【
 

国
民
生
活
そ
の
も
の

多
発
す
る
犯
罪
は
、
 

今
日
複
雑
化
し
、
 

を
脅
か
す
も
の
と
い
 

協
！
 
 え

ま
す
。
 

一
 
」！
  

警
察
で
は
、

国
民

】
」
●
 
の
み
なさ
ん
に
、
そ

の
み
な
さ
ん
に
、
そ
 

査
思
騒
薙
巽
 

国
。
．
 
い
て
関
心
を
強
め
て

己
F
■
 
い
た
だき
、
特
に
次
 

導

騒
誌
幾
 

願
い
し
て
い
ま
す
。
 

田
で
開
か
れ
、
津
軽

一
円
か
ら

フ
ア
ン
約
八
百
人
が
集
ま
り
ま
 

し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
陸
奥

新
報
社
と
津
軽
カ
イ
ト

ク
ラ
ブ

（
佐藤
甚
弥
会

長
）
が
主
催
し
た
も
の

で
、
西
の
内
二
〇
枚
か

ら

一
三
〇
枚

（畳

一
三

畳
）
の
ジ
ャ

ン
ボ
凧
を

大
空
に
揚
げ
よ
う
と

11一

五
チ
ー
ム
が
挑
戦
。
し

か
し
、
こ
の
日
は
曇
り

空
で
風
が
弱
く
、
結
局

正
午
前
に
大
会
は
取
り
 

O
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
場
合

は
、
 一
一
〇
番
で
直
ち
に
通

報
を
／
 

〇
被
害
に
遭
っ
た
時
は
、
必
ず

届
出
を
ノ
 

O
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る

一
」と
は
、
積
極
的
に
通
報
を
ノ
 

O
聞
き
込
み
に
ご
協
力
を
ノ
 

や
め
と
な
り
ま
し
た
。
 

競
技
は
午
前
十
時
過
ぎ
に

始
ま
っ
た
も
の
の
、
時
お
り

無
風
状
態
と
な
る
悪
天
候
？

に
は
西
の
内
二
〇
枚
で
も
無

理
。
大
凧
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

ん
で
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
 

空
を
見
上
げ
て
風
が
吹
く
の

を
待

つ
ば
か
り
。
 

大
会
は
取
り
や
め
と
な
っ

た
も
の
の
、
参
加
者
の
中
に

は
あ
き
ら
め
切
れ
ず
、
ス
ノ
 

ー
モ
ー
ビ
ル
で
凧
揚
げ
に
挑

戦
す
る
光
景
も
み
ら
れ
ま
し

た
。
 

青
森
職
訓
短
大
 

 

銅

り
率
買
纏
6
9炎
巣
血
②
 

凧の糸を持って懸命に走る子ども達 

風
弱
く
 
取
り
や
め
に
 

ー
津
軽
大
凧
を

揚
げ
る
大
会

ー
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▽
期
日
 
四
月
二
十
六
日
田
か
 

くらしと趣味の教室 
	勤労青少年ホームーzソ 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する勤労 

青少年（15才～30才。そのほかの人でもご相談く 

ださい） 

D受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

＞申し込み締切 5月15日（わ 

＞受講時間 午後6時30分～午後 8時30分 

＞期問 前期 5 月20日～7月29日 

後期 9 月 9日～11月25日 

募集 内 容 

曜日 教 室 名 人員 回数 内 	 容 

火
  

紙ねんど工作 10 10 人形基本から完成まで 

料 	理 15 10 和・洋・中華など 

陶 	芸 12 10 焼物の基本 

茶 	道 10 10 お茶の基本（裏千家） 

水 煎 	茶 10 10 方 円 流 

木
  

着 	付 10 10 着こなしのポイント 

生 	け 	花 10 10 小 原 流 

ボールペン字 10 10 実用ボールペン字 

金 組 	ひ 	も 10 10 各種基本から完成まで 

▽
場
所
 
市
役
所
前

お
ま
つ
り
広

場
 

（
開
会式
は
二
十
六

日
午
前
十
時
か
ら

行
い
ま
す
。）
 

▽
行
事
内
容
 

〇
庭
園
樹
等
展
示

即
売
会
 

（
一
般
庭
園
樹
、
 

鉢
花
類
、
園
芸

用
品
）
 

o
入
学
記
念
樹
を
 

ら
二
十
九
日
因
ま
で
 

2
6日
か
ら
「
花
と
緑

」
の
市
 

「環
境
緑
化
ま
つ
り
」
へ
どう
ぞ
 

贈
呈
。（
市内
小
・
中
学
校
の

入
学
児
童
、
生
徒
に
入
学
記

念
樹
を
贈
り
ま
す
Q)
 

〇
観
葉
植
物
の
鉢
植
え
替
え

講
習
会
 

四
月
二
十
七
日
 

午
後
一
時
 
お
ま
つ
り
広

場
 

〇
電
話
試
演
サ
ー
ビ
ス
 

期
間
中
、
N
T
T
で
各
種

電
話
器
の
展
示
即
売
や
相
談

を
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
 一
般
市
民
を
対
象

に
会
場
で
も
「
花
と
緑
の
相

談
所
」
 
を開
設
す
る
ほ
か
、
 

「緑
の
羽
根
」
の
募
金
も
行

い
ま
す
。
 

お申し込みなどは、市勤労青少年ホーム（春⑩3602 

番）へどうぞ。 

おはようジョギンク 
『コース走り初め会』 

このジョギングコースは、市民の健康と体カ 

の増進を図るために、岩木川堤防を主体に設定 

しているもので、いつでもだれでも利用できま 

す。 

ご家族そろってご参加ください。 

レ日時 4 月29日（火） 午前 6時 

ン集合場所 市役所前おまつり広場 

レコース おまつり広場→岩木川堤防→元町浄 

水場→八幡宮→柳町→おまつり広場 

（約 3,000m) 

レ服装 軽い運動のできる服装 

お問い合わせは、市教育委員会社会教育課 

（呑電，)211 1番 内線250番）へどうぞ。 

圏回囲国囲囲園囲園 
ロ期 問 4 月21日（月）-5月20日（火） 

ロ運動の目標 1.侵入盗の防止及び悪徳商法の追放 2 ．少年非行の防止 

3 ．暴力・覚せい剤の追放 

五所川原市 五所川原地区防犯協会 五所川原警察署 

▽
練
習
日
時
 
毎
週
木
曜
日
 

の
午
前
十
時
ー
十
二
時
 

▽
場
所
 
市
民
体
育
館
（
サ
 

ブ
体
育
館
使
用
）
 

▽
連
絡
先
 
昼
間
。
⑧
四
一
一
 

「
卓
球
愛

好
会
 

ー
心
ミ
＆
逮
＆
寒
＆

&
＆
ミ
＆勿
 

m
 ち
ょ

っ
と
ま
て

ノ
そ
刀
火
は
 

・
 

m
 

m
 

ほ
ん
と
に
消
え

て
る
か

？
・
 
勿
 

勿
 

‘
月
1
1日

（
火）
 
山
火
事
防
止
宣
伝
パ
レ
ー
ド
 

勿

勿
 
（
北

郡
と
五
所
川
原
市
の
全
域
を
巡
回
し
ま
す
。）
 
勿
 

   

   

    

五
〇
番
 
午
後
六
時
以
降

廿
⑩
二
一
八
九
番
（
花
田）
 

年
令
、
男
女
不
間
。
初
心

者
歓
迎
。
 コ
ー
チ
有
。
 

会
員
募
集
」
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タ
 

・ ,三, 	 う f7ろ テ田T 八幡宣＋音げョ (7お木＃士 

レと き 5月 3日田～5 日（月） 

ンどころ 元町八幡宮境内（夜桜も楽しめます） 

催りや 3日出・・・津軽民謡ショー・五所川原民謡協会 

（午後 1時 特設ステージ） 
4 日（日）・・・市老連ゲートボール大会 

（午前 9時 南斗グランド） 

歌謡民謡ショー・三浦みのる一座 

（午後 1時 特設ステージ） 

5日（月）・・・県下カラォケ大会 

（午後 1時 特設ステージ） 

主催 五所川原観光協会 

' 

い与ぐ 

恩
給
の
加
算
改
定
請
求
は
 

お
済
み
で
す
か
 

手
続
の
時

効
が
迫
っ

て
い
ま
す

ー
 

鷲

細
ア

マ
チ
ュ

ァ
無
線
技

士
試
験

案
内
 

普
通
恩
給
の
年
額
計
算
に

つ

い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
七

十
歳
は
昭
和
四
＋
八
年
．、
六
十

五
歳
は
昭
和
五
十
年

）
ま
で
は

実
際
に
勤
務
し
た
年
数
（
実
在

職
年
）
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
同
年
の
恩
給
法

の
改
正
に
よ
り
、
六
十
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
、
実
在
職
年

の
ほ
か
に
、
戦
地
勤
務
な
ど

の

特
殊
な
勤
務
に
従
事
し
た
場
合

の
在
職
年
の
割
増
年
数
（

加
算

年
）
が
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

J
て
い
ま
す
。
 

こ
の
加
算
年
を
算
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
恩
給
年
額
が
増

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
こ
の
加
算
年
算
入
の
 

労
働
保
険
料
の
申
告

・
納
付

は
五
月
十
五
日
ま
で
。
 

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情

で
保
険
料
を
五
月
＋
五
日
ま
で
 
 

請
求
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
退
職
当
時
に
勤
め
て
い
た

役
所
（
旧
軍
人

・
軍
属
の
方
は

退
職
当
時
の
本
籍
地
の
都
道
府

県
の
旧
軍
人
恩
給
担
当
課
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
の
手
続
が
で
き
る

期
間
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

＠
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

以
前
に
六
十
歳
に
な
ら
れ

て
い
た
方
は
、
昭
和
六
＋

一
年
九
月
三
十
日
、
昭
和

五
十
四
年
十
月
二
日
以
降

に
六
十
歳
に
な
ら
れ
た
方

は
、
六
十
七
歳
の
誕
生
日

の
前
日
。
 

に
納
付
で
き
な
い
場
合
で
も
、
 

申
告
書
だ
け
は
提
出
し

て
く
だ

さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
労
働

基
準
監
督
署
（
。
⑩
二
三
〇
九

番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 
 

▽
試
験
申
請
書
の
受
付
期
間

五
月
一
日
か
ら
五
月
二
十
六

日
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）
 

▽
試
験
の
日
時
 

七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
一

日
ま
で
の
指
定
す
る
日
時

▽
試
験
地
 

青
森
市
（
青森
市
文
化
会
館
）
 

▽
試
験
申
請
書
の
提
出
先
 

▽
検
定
実
施
職
種
 
造
園
、
印

刷
な
ど
三
十
三
職
種
 

▽
受
検
申
請
受
付
期
間
 
四
月

＋
四
日
ー
四
月
二
十
五
日

▽
実
技
試
験
 

問
題
公
表
 
六
月
十

一
日

実
施
期
間
 
六
月
二
十
日

ー
 

九
月
十
五
日
ま
で
の
間

▽
学
科
試
験
の
実
施
日
 
八
月
 
 

助
無
線
従
事
者
国
家
試
験
セ
 

ン
タ
ー
東
北
支
部
（
〒
九
八
 

〇
仙
台
市
中
央
四
丁
目
九

ー
 

一
三
仙
台
ホ
リ
ビ
ル
）
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
 

。
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
 

〇
二
二
二
⑩
四
一
四
七
番
 

事
務
用
 

〇
二
二
二
⑩
四
一
四
六
番
 

三
十

一
日
、
九
月
七

・
十
四

日
 

▽
合
格
発
表
日
 
十
月
九
日

お
申
し
込
み
は
、
受
検
申
請

書
（四
月
二
十
五
日
消
印
有
効
）
 

に
受
検
手
数
料

（
現金
）
を
添

え
て
、
五
所
川
原
共
同
高
等
職

業
訓
練
校

（
廿
⑩
二
七
三
一
番

市
内
幾
世
森
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

労
働
基
準
局
か
ら
事
業
主
の

み
な
さ
ん
へ
 

技
能
士
技
能
検
定
の
案
内
 

昭
和

6
1年
度
 

海
外

開
発
青
年

募
集
 

▽
資
格
 
満
二
〇
歳
以
上
三
五
 

定
を
優
先
し
ま
す
。
 

歳
ま
で
で
、
短
大

・
高
専
卒
 

▽
募
集
人
員
 
三
〇
人

業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
 

▽
現
地
活
動
期
間
 
三
年
間

マ
申
し
込
み
期
間
 
六
月
二
日
 

お
申
し
込
み
や
詳
し

い
こ
と

か
ら
七
月
十
日
ま
で
 

は
、
国
際
協
力
事
業
団
東
北
支

▽
受
入
先
 
本
人
の
希
望
は
尊
 

部
（
廿
〇
二
二
ニ

ー
の
五
一
五

重
し
ま
す
が
、
受
け
入
れ
先
 

一
番
 
仙
台
市
一
番
町

一
ー
三

の
職
務
、
本
人
の
技
能
な
ど
 

ー
一
 
日
本
生
命
仙
台
ビ

ル
8
 

を
考
慮
し
、
適
材
適
所
の
決
 

F
）
へ
ど
う
ぞ
。
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I ＞くか与昌馳異の健康診真かぐ＞くフ 
,D場所 市保健センター 

I レ受付時間 午後1時～1時30分 

（ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

} 	3歳児は尿検査も行いますので、当日きれいに洗 

（ った小ビンに尿を入れてお持ちください。 

I ※注意 6 か月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小 

） 児がん）の検査セットを配布します。病気療養中（特

！ に伝染性の病気）のお子さんは、ご遠慮ください。 

胃
が
ん

検
診

の
お
知
ら
せ
 

お間い合わせは、市衛生課予防衛生係（α⑩2111番
内線268・272番）へと‘うぞ 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 か 月 児 昭和61年1月生 5月13日因 健康診査 

6 か 月 児 昭和60年10月生 5月20日因 健康相談 

l 	歳 	児 昭和60年 4 月生 5月26日（月） 健康相談 

1 歳 6 か月児 昭和59年11月生 5月27日因 健康診査 

3 	歳 	児 昭和58年1月生 5月15日困 健康診査 

広報ごしょがわら 	 （第613号） ⑧ 昭和61年（1986年）4 月15日 

休
日
・
夜
間

の
急
病
は
 

在
宅
医
師
の
紹
介
は

消
防
署
へ
 

容
⑩
ニ

〇

一
九
番
 

（
救急
医
療
部
会
）
 

たばこは、市内から 

買いましょう 
マイルドセブン1箱（200円）につき、35円60銭

がたばこ消費税として市の収入になります。 

日囲目少早の幻外潟園口日 
=21世紀を担う青少年を育てる一 

（財）国際青少年研修協会 

レ派遣先・期間 ＠シンガポール… 8 月 6 日一。 

19日 ⑨ィンドネシア…8 月 6 -19日 0ォ 

ーストラリア・・・7月21- 8 月 9日 ＠ァメリ

カ… 7 月19= 8月12日 

レ主な活動内容 ①学校体験入学または共同キ

ヤンフp ②家庭滞在 ③ジャパンナイ トと交

流行事 ④地域見学・産業見学 

）対象 中・高校生 計100人 

レ応募方法 指定された申し込み用紙に必要事

項を記入して提出。 

レ応募締切 5月24日 

詳しいことやお申し込みは、（財）国際青少年 

研修協会（ (ff0 3 - 3 5 9 - 8 4 2 1番 

〒160 新宿区四谷2-11）へどうぞ。 

にJ
 

日
り
 

日
  

午 	前 午 	後 

っ乙
 
日
 

広田 木村石油前 

10 : O0-12: 00 

マルトモデパート 

駐車場 

1 :3o-4 :00 

街頭献血にご協力を 
便
潜
血
検
査
は
一
人
に

つ

き
二
百
円
。
 

生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
、
七
十
歳
以
上

の
人
は
無
料
で
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
衛
生
課

予
防
衛
生
係
（
。
⑩
二
一
一

一
番
内
線

二
七
二
番
）
 

つ
い

て
の
お
し

ら
せ
 

〉
一三
三
言昌
三
三一
三昌
三
ニニ
三
一
・

一三
「
、
 

こ
の
四
月
か
ら
、
毎
週
金
曜

日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
保

健
婦
が
健
康
相
談
に
応
じ

ま
す
。
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の

人
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

内
容
は
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
 

健
康
相
談
な
ど
で
す
。
 

こ
れ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
衛
生
課
（
。
⑩
一
一

一
一
一
番
 
内
線
二
六
八

・
一
一

七
二
番
）
へ
。
 

短
 

歌
 

津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
五
所
川
原
支
部
 

大
群
衆
の
雄
叫
び
に
黒
き
血
を
噴
き
て
崩
れ
ゆ
き
し
よ

マ
 

ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
 
山
谷
 
久

子
 

米
を
と
ぐ
影
が
ガ
ラ
ス
に
映
り
い
て
次
々
朝
の
音
作
り
ゆ
 

く
 
村
田
 

き
え
 

雪
ど
け
で
川
波
濫
の
タ
暮
を
光
曳
き
つ
つ
大
白
鳥
か

く
 

吉
田
 
勇
造
 

朝
需
の
低
く
こ
も
れ
る
大
森
浜
啄
木
の
像

一
つ
立
ち
た
り
 

蝦
名
 
麗
子
 

宵
ふ
け
て
火
の
見
櫓
の
赤

い
灯
が
森
の
樹
々
を
ば
ひ
そ
と
 

照
ら
し
ぬ
 
楠
美
 
達
夫
 

サ
イ
パ
ン
の
バ
ン
ザ
イ
ク
リ
フ
の
上
に
建
つ
記
念

の
塔
に
 

香
煙
絶
え
ず
 
崎
野
 
清

蔵
 

が
五
百
円
。
そ
の
他
の
保
険
 

そ
一
三
戸
三
三i三
三
主
三

加
入
者
は
千
五
百
円
o
 

健
康

相
談
に
 

そ
三
言
三
一
三『
三
三三
三
三
」
三三
「
」…ニ‘
 

市
衛
生

課
で

は
胃
が

ん
検

診
、
便
潜
血
（
大

腸
が
ん
）
検

査
を
五
月
十
三
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
十

一
日
間
、
五
月
一
一

十
七
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

五
日
間
、
六
月
九
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
六
日
間
、
合
わ
せ
て

二
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な

い
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 
四
十
歳
以
上
の
市

民
。
た
だ
し
妊
産
婦
は
除
く
。
 

な
お
、
職
場
等
で
検
診
を

受
け
ら
れ
る
人
は
除
き
ま
す
。
 

▽
受
付
期
日
 
四
月
十
日
か
ら

四
月
十
九
日
ま
で
。
 

▽
申
し
込
み
先
 
市
衛
生
課
又

は
市
役
所
各
支
所
、
地
区
保

健
協
力
員
。
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
申
し
込
み

書
を
各
地
区
保
健
協
力
員
、
 

市
役
所
各
支
所
に
配
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
書

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
世

帯
主
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
 

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
検
診
査

）
日
、
検
診

査

）
場

所
 
後
日
申
し
込
み
者
に
個

人
通
知
し
ま
す
。
 

▽
検
診
査

）
料
金
 
胃
が
ん
検

診
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
 r

 

《
 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008

